
遠景
頂点
　11
4.59°

中景頂点
　104.5

3°

中景頂点　141.81°

近景頂点　85.67°

0 1 5 10m

廃線跡地

祝祭広場

カフェ

テラス

既存駅舎

Site:4　基本断面図

吊り柱 1

4.0kg

吊り柱 2

3.7kg

金具 1

3.4kg

金具 2

4.6kg
金具 3

5.4kg

床板合板

6.4kg

根太

1.4kg

壁板合板

2.2kg
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材料表

　フック状の金具を吊り木材を接続し、鉄骨フレームにあるC型鋼材に対して
引っ掛け、下部の L型鋼の穴に対して鉄製棒材を 2つ差し込み固定する。

吊り下げ工法
近景頂点　88.60°

開拓される鉄道土木

-民芸的工法に基づく「関わりしろ」を持つ廃線跡地の建築提案 -

六角研究室　嶋谷勇希

研究概要：

研究目的：

研究成果：

増加が予想される鉄道の廃線跡地をまちづくりの余白として捉え、街から収集

された「建築的振る舞い」や車窓風景による特徴を解析し、一般住民が可能な

工法によって作られる「関わりしろ」によって、まちづくりの一環として廃線

跡地を開拓する提案である。

全長 2kmの敷地に対してそれぞれ違った工法を考えることが、作業量としてとても多

く苦労しました。また、それぞれ材料の寸法を決めたり、重さをエクセル上で調べな

がら、運搬可能な重さとなるように調整したりすることが難しかったと思います。し

かし、その苦労の分、模型をつなげて見た時の壮観さに感動することができました。

日本において、鉄道の乗客の減少によって廃線跡地の増加が予測されるために、

その遺構の積極的な活用方法を模索することや、まちづくりにおいて住民の主

体性を持つための方法論の模索が目的である。

苦労した点や感想など：

全長約 2kmの廃線跡地に対して、人々の「建築的振る舞い」から考案された

8つの工法パターンによって住民主体のまちづくりとして開拓されていく。

住民の人力で運搬可能な材料と工法提案

ex) Site:4 における工法 


